
 

 

 

 

 

 

2 学期が終わりました。ほぼ 2 学期通知表数値が出そろい、受験生は中学の三者面談 

で受験校を決定していきます。第 1 志望校がここで決まる生徒もいれば学校との意見 

の相違から年明けまで持越す生徒もいます。本年度は「学区変更元年」ということで 

学校の進路指導は予想通り「早め・きつめ」の傾向です。一般入試日は 3 月 12 日。 

残り日数は 80 日。実はここから本当の実力勝負です。少しくらい内申点が不足して 

いてもチャレンジしないと合格は絶対しません。また、逆に内申点が少々良かった生 

徒は気を抜いて失速しないよう注意が必要です。そのためには、冬期講習で実力をし 

っかり蓄えて 1 月の実力テストは高得点を取れるように努力しましょう。世間は新年 

を迎えますが、受験生に「おめでとう」が言えるのは合格の日ですね。垣〕 

今年もいよいよこの時期がやって来ました。

中１・２生にとっては悪魔の２学期です。２学

期は自分が部活の中心になったり、中学校生活

に慣れてきたり、夏休み明けで気が緩んでいた

り．．．成績が急降下する要素が山ほどあります。

さらに学習する内容もどんどん難しくなってい

くので、大ピンチです。しかし、ピンチはチャ

ンス。周りもみんなも同じ状況なのだから、頑

張れば成績が上がる大チャンスでもあります。   

周囲の環境に流されず、いま自分がやるべき

ことは何かを冷静に考え、確実に実行していく。

一年の中で一番意識をしておかなければいけな

い勝負の時期がやってきました。様々な誘惑に

負けず、しっかり踏ん張ろう！！ 〔金子祐太〕 
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始まる前は長いと思っていた夏休みも、残すところわずかとなってきました。暑い日が続いたこともあり、後半に体調をくずす方が多

かったのではないでしょうか？ 9 月から学校がスタートするのにあわせて、もう一度生活リズムを見直し、体調を整えていきたいもの

です。あとは、持ち物など必要なモノを再確認する時期ですね。まだ日があるから…と思っていたら、結局直前でバタバタするハメに（汗） 

大人も子どもも余裕をもって９月を迎えたいものです。 
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8.9 月のおもなスケジュール 

8/22 土 
ミステリーツアー 

（有料：希望者のみ） 

24～ 
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 中 3 絶対合格 36 合宿 

27～

28 
 

６Ｈ・中 1・中２ 

炎の熱闘 24 合宿 

29 土 夏期公開テスト 

31 月 【授業なし】 

9/1 火 ２学期授業開始 

5 土 中３入試突破ゼミ 

12 土 中３入試突破ゼミ 

21～ 

23 
 【休室】 

26 土 中３入試突破ゼミ 

 

「美談」になりきれなかったお話 

ピンチはチャンス 

夏休み課題の重要性 

いよいよ夏期講習。私たちスタッフ 
一同、今年も万全の態勢で臨みます！ 

９月分学費の振替日は、８/2７

（木）となります。 

今回の振替分には後期教材費

（一斉指導⇒小学生：\4,104、 

中学生：\5,940。 

個別指導⇒小学生:￥2,160、 

中学生:￥3,240）を合算させて

いただいております。 

学費の詳細につきましては、明細

をご確認の上、ご不明な点等は本

部事務局(TEL:079-563-0300)

までお問合せください。 

 長かった夏休みも終盤を迎えました。学校の宿題はすべて終わりましたか？ 

当学院中3生の半数以上がほぼ毎日授業前と授業終了後の時間に塾で学校の宿題

をやっていました。8 月 3 日の段階で終了した生徒もいました。 

学校に提出するべき課題（夏休みの課題）は「提出することに意義がある時代は

終わりました」なぜなら「絶対評価の下では通知表の数値に影響する」からです。 

期限までに提出しただけでは「３」。そこに真面目さが感じられたら「４」。さ

らに工夫が見られたら「５」という 3 段階と考えることが大切です。 

今一度、1 学期の通知表数値を振りかえると今度の課題が見えてきたと思います。

テストで 100 点取って「４」の人。70 点でも「５」の人。この両者の差は、「実

力だけではない明らかに提出物に対する意識レベルの差」です。「内申点（通知表）

を制する者は公立入試を制する」。今一度肝に銘じて精進願います。〔野垣勝彦〕 

                                  

 

かつて、私がこの教室の近くに初めて塾を開いて間もない頃のお話です。当時、教室の斜め向かいにあった

「ザ・シューズ」という靴店で教室履きのスリッパを探していた時、にわかに大きな声が店内に響き渡りました。 

様子を伺ってみると、どうやら近くの高校生がスニーカーを万引きしたのを見つかったようで、店長らしき人

がその高校生を厳しく叱っています。「今すぐ警察に来てもらう！」。店長はかなり興奮した様子でした。 

その時私は仕事柄…というか、その現場に駆けつけて、「その靴はおいくらですか？」と一言。そして、財布

から代金の２千円を店長に渡して、その高校生を放免してもらいました。「もうこんなことをするなよ」。彼は、

複雑な顔で軽く会釈をして店を走って出て行ったのを覚えています。 

それから約１週間後、塾の教室に彼が母親と一緒に来訪し、何度も謝られた後に、「お返しします」と言って

２千円を差し出されました。しかし私は、「そのお金はお母さんのお金ですよね。私は、彼が将来社会人になり、

自分で稼いだお金で返してほしいと考えています。何年、何十年かかってもかまいません」と言って受け取らず、

そのままお帰りいただきました。この二人は、親一人子一人の母子家庭だったようです。 

…ここまでの話を聞くと、「美談だなぁ～」って思われますよね。もちろん、すべて事実です。 

ところがそれから 25 年。その彼は未だに私の前に登場してくれません。もう 40 歳は超えているはずですが。 

悲しいかな、「美談」になり得るって、なかなか難しいものです…。〔北村昌弘〕 
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 ３○土  

保護者会＆ 
北摂三田高校 
の先生が語る
進学説明会 
ご予定確保をお願いいたします 

PM1 

~予定 


